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［内　容］ 全 体 会 ： パネルトーク
 分 科 会 ： １．10年間の軌跡から考える，学習支援事業の意味と意義
  ２．ボランティア大ミーティング ～ボランティアが語る学習会～
  ３．他機関連携を探る ～学習会で出会う，若者の声とともに～
  ４．遊び・コミュニケーション術【体験ブース】
 クロージング ： 分科会の共有と，これからを考えます。
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［場　所］京都市下京青少年活動センター
 京都市下京区川端町13
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16：15～
クロージング

分科会を共有しながら，
今後の提言に変えていく時間です。

14：30～
分科会

学習支援事業の現在地
─ 10年目の成果とこれからを考える ─

ユースシンポジウム２０１９

［申込先・問合先］ 公益財団法人京都市ユースサービス協会
〒604-8147 京都市中京区東洞院通六角下ル御射山町262　TEL：075-213-3681　FAX：075-231-1231　Mail：office@ys-kyoto.org　

　　https://www.facebook.com/youthsymposium/　　　@youthsympo2019

13：00～
全体会［パネルトーク］

「ユースシンポジウム参加希望」
氏名，電話番号，年齢，希望分科会を
お知らせください。
9月1日から電話，FAX，Ｅmailの
いずれかでお申込みください。

『支えたい，
　 一人ひとりのＩ wish 』
10年の軌跡と，かかわった方々の思い
を詰めた文集づくりに向けて，当日掲示
コーナーを設けます。

※ユースシンポジウムとは・・・若者や若者の支援・
活動に関わる人など市民とともに，研究・討議・対
話する機会として，毎年テーマを変えながら開催
しています。

※中学生学習支援について・・・市内18箇所で実施
する，主に中学生を対象とした無料の学習会で，
平成22年に事業化されてから今年度で10年目を
迎えます。

連動企画

★定員に満たなかった場合は，
　当日参加を受け付けます。

申込方法

水野  篤夫
京都市ユースサービス協会　シニアユースワーカー

学習支援の事業化の際に，事業コーディネートを担い，
その後８年間にわたり，事業の全体統括を担った。

学習支援＝ユースワークにできることを見
出したい！

木下  美佳氏

京都市　元ケースワーカー

ボランタリーに活動を始めた，立上げ期の元ケースワー
カー。その後も「子どもの貧困問題」に関心を持ち，勉強会
を開催。

一人ひとりが，大切なひととして生きる
社会をつくる

狭間明日実氏

上京学習会　コーディネーター

上京学習会立上げより，ボランティアと中学生たちをつな
ぎ，学習会の場づくりを担う。

ひらいて聞いて，人と気づきに出会うこと

村井  琢哉氏

山科醍醐こどものひろば　理事長

子どもの貧困対策にいち早く取り組み，「貧困とひとりぼっ
ちのないまち」のための活動を実践中。

出会えたわかものたちと積み上げたもの
を考えたい
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パネラー
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コーディネーター

Ｉ wish

Ｉ wish
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Ｉ wish

下記，4つの分科会から，興味のあるものに参加いただけます。

10年間の軌跡から考える，
学習支援事業の意味と意義

現場の思いから立ち上がった学習会。世代交代，
拠点拡充，そこで培われてきたこととは・・・

他機関連携を探る
～学習会で出会う，若者の声とともに～

学習会で出会う若者の悩みや声はさまざまです。
学習会だけでは解決しません。いま必要な連携
を考えます。

ボランティア大ミーティング
～ボランティアが語る学習会～

学習会の最前線＝ボランティアそれぞれに，思い
や発見があります。現役・先輩ボランティアの声
から，そのリアルに迫ります。

遊び・コミュニケーション術
【体験ブース】

学習会のひみつ道具の一つ，それがゲーム。ボラ
ンティアと学習者をつなぐイチオシゲームが大
集合！ 

先着
120名

1. 2.

3. 4.

この印刷物が不要になれば
「雑がみ」としてリサイクルへ！


